
                                    

                                    

                                    

                                    

第 199号 

平成26年12月1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第
199
号
の
主
な
記
事 

１
面 

写
真
：
宮
っ
こ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
・
歴
史
講
座
「
蒲
生
君

平
の
業
績
と
明
治
維
新
」 

２
面 

「
読
書
推
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
ま
す
・
歴
史
講
座

「
蒲
生
君
平
の
業
績
と
明
治
維
新
」・
予
約
ベ
ス
ト
10 

３
面 

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
利
用
開
始
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り
：
第
５
回
帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
図
書
館 

宇都宮市立横川中学校長 

持田 光世 

 

私
に
と
っ
て
読
書
は
楽
し
い
も
の
。
面
白

い
本
を
読
ん
で
い
る
と
時
間
を
忘
れ
電
車
を

乗
り
過
ご
す
…
。 

小
学
校
低
学
年
の
頃
、「
若
草
物
語
」
を
読

み
、
影
響
を
受
け
や
す
い
私
は
、
活
発
で
本

好
き
な
二
女
の
ジ
ョ
ー
に
あ
こ
が
れ
、
キ
ュ

リ
ー
夫
人
の
伝
記
を
読
め
ば
、
将
来
科
学
者

に
な
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
―
な
ど
と
大
そ
れ
た

夢
を
抱
い
た
も
の
で
し
た
。 

小
学
校
６
年
生
の
時
に
は
友
達
と
バ
ス
に

乗
っ
て
、
週
１
、
２
回
市
の
図
書
館
の
児
童

室
に
行
き
、
た
く
さ
ん
の
本
の
中
か
ら
読
み

た
い
本
を
探
す
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
そ
の

頃
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
の
は
、
ホ
ー
ム
ズ

や
ル
パ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
。
予
想
を
超
え
た
展

開
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を
め
く
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
飛
ぶ
教
室
」「
二
人
の
ロ

ッ
テ
」
な
ど
の
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー

の
作
品
も
、
登
場
人
物
た
ち
の
愉
快
な
行
動

と
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
の
寂
し
さ
が
描

か
れ
て
い
て
、
大
好
き
で
し
た
。 

本
校
で
は
毎
朝
10
分
間
の
朝
の
読
書
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
間
は
た
だ
好
き
な

本
を
読
む
。
そ
の
楽
し
さ
を
知
れ
ば
「
生
涯

読
書
」
に
つ
な
が
る
の
で
は
―
と
期
待
し
て

い
ま
す
。 

「
読
書
は
楽
し
い
！
」
そ
れ
で
い
い 

 

図書館が 

「宮っこフェスタ２０１４」

（１０月１２日、会場：バン

バひろば）に出展しました。 

かんたんにできる工作教室も

開きました。 ↓ 

貸
出
で
き
る
本
も
用
意
し
ま
し
た
。 

ミ
ニ
ミ
ニ
図
書
館
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

↓ 

←おはなし会の様子 

南図書館では、歴史講座「蒲生君平の業績と

明治維新」を開催しました。 

詳しくは２面をご覧ください。↓ 



                                    

                                    

                                    

        

順位 タイトル 著者名 出版社 

１ 虚ろな十字架 東野圭吾 光文社 

２ 村上海賊の娘  上巻 和田竜 新潮社 

３ 村上海賊の娘  下巻 和田竜 新潮社 

４ 祈りの幕が下りる時 東野圭吾 講談社 

５ マスカレード・イブ（文庫） 東野圭吾 集英社 

６ 銀翼のイカロス 池井戸潤 ダイヤモンド社 

７ 明日の子供たち 有川浩 幻冬舎 

８ キャロリング 有川浩 幻冬舎 

９ 豆の上で眠る 湊かなえ 新潮社 

１０ 山女日記 湊かなえ 幻冬舎 

ベスト10 
予約 

平成 26年11月19日現在 

歴
史
講
座
「
蒲
生
君
平
の
業
績
と
明
治
維
新
」 

 
       

南
図
書
館
で
は
、
今
年
三
月
、
六
月
、
十

月
の
三
回
に
わ
た
り
、
阿
部
邦
男
さ
ん
（
蒲

生
君
平
研
究
家
、
田
原
中
学
校
副
校
長
）
を

お
迎
え
し
て
、「
蒲
生
君
平
の
業
績
と
明
治
維

新
」
と
題
し
、
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
蒲
生
君
平
（
が
も
う 

く
ん
ぺ
い
1768
～

1813
）
は
、
江
戸
後
期
に
、
上
州
の
高
山
彦
九

郎
・
仙
台
の
林
子
平
と
共
に
「
寛
政
の
三
奇

人
（
奇
人
＝
優
れ
た
人
の
こ
と
）」
と
い
わ
れ

た
偉
人
で
、
古
墳
の
形
状
を
表
わ
す
「
前
方

後
円
墳
」
の
名
付
け
親
で
も
あ
り
ま
す
。 

下
野
国
宇
都
宮
新
石
町
（
現
小
幡
一
丁
目
）

に
生
ま
れ
、
江
戸
で
46
歳
の
生
涯
を
終
え
ま

し
た
。
昨
年
は
没
後
200
年
で
し
た
。 

全
三
回
の
講
座
で
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に

分
け
て
、
君
平
の
人
と
な
り
と
業
績
に
つ
い

て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
回
は
蒲
生
君
平
の
生
涯
に
つ
い
て
の

話
で
し
た
。
君
平
に
は
「
七
つ
の
顔
」
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
「
七
つ
の
顔
」
と
は
、

考
古
学
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
軍
事
（
兵
）

学
、
漢
文
・
国
文
学
、
儒
学
、
教
育
の
七
つ

の
分
野
を
さ
す
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

君
平
の
多
才
な
業
績
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ

現在の勅旌碑の様子 

「蒲生君平像」 

（小堀鞆音筆  

宇都宮市指定文化財 

蒲生神社蔵） 

 

１２月に読書推進

ガイドブックを 

発行します 

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

第
二
回
は
山
陵
志
を
め
ぐ
る
物
語
に
つ
い

て
の
講
義
で
し
た
。
江
戸
後
期
、
歴
代
天
皇

陵
（
山
陵
）
は
、
荒
れ
果
て
た
状
態
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
君
平
は
そ
れ
を
悲
し
み
、
近
畿

方
面
に
２
度
赴
き
、
12
年
の
歳
月
を
か
け
、

山
陵
の
調
査
を
行
い
、『
山
陵
志
』
を
著
し
た

と
の
お
話
で
し
た
。 

第
三
回
の
講
義
は
蒲
生
君
平
と
明
治
維
新

と
題
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
君
平
の
死
後
、

宇
都
宮
藩
が
幕
府
の
命
を
受
け
て
、
『
山
陵

志
』
の
成
果
を
基
に
山
陵
修
補
事
業
を
行
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
君
平
の
業
績
が
明
治
維

新
の
精
神
的
な
主
柱
に
な
っ
た
と
し
て
、
明

治
二
年
（
1869
）、
明
治
天
皇
の
命
に
よ
り
、
勅

旌
碑
（
ち
ょ
く
せ
い
ひ
）
が
当
時
の
宇
都
宮

の
入
口
に
あ
た
る
南
新
町
（
現
花
房
三
丁
目
）

に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

講
義
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
熱
心
な
受
講
者
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。 

 

最
近
、
本
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？
熱
心
に
図

書
館
に
通
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
一
方
で
、

読
書
に
関
心
が
な
い
・
図
書
館
に
行
っ
た
こ
と

が
な
い
方
が
い
る
の
も
現
実
で
す
。
そ
こ
で
図

書
館
で
は
、
読
書
に
な
じ
み
の
な
い
方
や
読
書

か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
方
に
向
け
て
、
12
月
に

「
読
書
推
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

■
読
書
推
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
は 

内
容
…
お
す
す
め
図
書
の
紹
介 

宇
都
宮
を
テ
ー
マ
に
し
た
ペ
ー
ジ 

愉
快
市
民
に
よ
る
読
書
に
ま
つ
わ

る
話
な
ど 

形
態
…
Ａ
５
サ
イ
ズ
・
カ
ラ
ー
の
冊
子 

特
徴
…
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
多
用
し
、
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応 

■
配
布
場
所
（
予
定
） 

 

宇
都
宮
市
内
の
公
共
施
設
、
駅
、
学
校
、
銀

行
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
宮
カ
フ
ェ
な

ど
。 

自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

お
う
ち
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、 

ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
     



                                    

                      

              

                                    

                  
 

資料種別 概 要 

図書 昭和４３年までに受け入れた

図書のうち入手困難なもの、

約５０万点 

古典籍 明治期以降の貴重書等、 

約２万点 

雑誌 平成１２年までに発行された

雑誌(商業出版されていない

もの)、約１万タイトル 

博士論文 平成３～１２年度に送付を受

けた論文(商業出版されてい

ないもの)、約１２万点 

リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

調
べ
方 

 

図
書
館
で
扱
っ
て
い
る
資
料
の
デ
ー
タ
に
は
、
題
名
や
著
者
名
、
出
版
社
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
折
り
紙
の
本
の
内
容
が
一
つ
ひ
と
つ
ま
で
は
入
力
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
当
館
に
所
蔵
し
て
い
る
折
り
紙
の
本
を
、
実
際
に
見
て
確
認
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、「
は
ば
た
く
鶴
」
が
載
っ
て
い
る
本
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。 

回
答 『

折
っ
て
あ
そ
ぼ
う
お
も
し
ろ
お
り
が
み 

改
訂
版
』
麻
生
玲
子
／
お
り
が
み
指

導
（
プ
チ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
№
591
）
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
2012 

Ｐ32
～
35
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
「
は
ば
た
く
鶴
Ａ
」「
は
ば
た
く
鶴
Ｂ
」
を
質
問
者
に
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
で
よ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ほ
か
に
、『
お
り
が
み
百
科 

み
ん
な
大
好
き
』（
レ
デ
ィ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ

№
3713
）
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
2014

ｐ121
に
も
、「
は
ば
た
く
つ
る
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

 
お
さ
が
し
の
資
料
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

図
書
館
員
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
図
書
館
作
成 

フ
ァ
イ
ル 

： 

５ 

 
 

鶴
の
折
り
紙
で
、
羽
が 

動
く
よ
う
に
な
る
折
り
方 

が
載
っ
て
い
る
本
は
な
い 

で
す
か
。 

○
利
用
方
法 

宇
都
宮
市
立
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
の
際
に

は
、
カ
ー
ド
の
提
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

閲
覧
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
あ
る
カ
ウ
ン

タ
ー
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
利
用
申
込
書

を
記
入
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
免
許

証
等
の
、
氏
名
住
所
が
確
認
で
き
る
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
カ
ー
ド
は
、
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

の
方
、
お
よ
び
広
域
利
用
の
対
象
自
治
体
に
在

住
の
方
が
作
成
で
き
ま
す
。 

○
閲
覧
し
た
資
料
を
コ
ピ
ー
し
た
い
と
き 

 
白
黒
の
み
、
１
枚
10
円
（
Ａ
４
）
で
、
著
作

権
法
の
範
囲
内
で
コ
ピ
ー
が
で
き
ま
す
。
職
員

が
操
作
し
ま
す
の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

○
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
図
書

館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
上
河
内
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
向
け
準
備
中
で
す
。 

中
央
・
東
・
南
・
河
内
の
４
図
書
館
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
等
の
理
由

で
入
手
が
困
難
な
資
料
に
つ
い
て
、
各
図
書
館

が
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
送
信
を
受
け
、
画
像

の
閲
覧
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。 

【このサービスで利用できるデジタル化資料】 

貴重な資料をぜひご覧ください！ 

１２月２日（火）より 

国立国会図書館デジタル化

資料送信サービスの利用を 

開始します 

参考： 

図書館向けデジタル化資料送信サービスについて 

http://dl.ndl.go.jp/ja/about_soshin.html 

http://dl.ndl.go.jp/ja/about_soshin.html


                                    

                                  
 

  

                             

平成２６年度リサイクル市開催予定 

ずらりと並ぶ専門書 

洋書と和書が隣あって並んでいるのが新鮮 

お話を伺った山根図書館長（左） 

と海老沼さん（右） 

開放的な閲覧席 

ViewHall 

外観 第
５
回
は
帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書

館
で
す
。
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
豊
郷
台
の
高
台

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
お
話
を
伺
っ
た
の

は
、
山
根
図
書
館
長
と
図
書
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

海
老
沼
さ
ん
で
す
。 

館
内
は
低
い
書
棚
が
多
い
た
め
か
、
見
通
し
が

よ
く
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。
ま

た
３
階
のV

ie
w

 H
a
ll

（
ビ
ュ
ー
ホ
ー
ル
）
に
は

広
々
と
し
た
閲
覧
席
（
約
120
席
）
が
あ
り
、
可
動

式
の
机
や
イ
ス
で
好
み
の
勉
強
ス
ペ
ー
ス
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
眼
下
に
は
豊
郷
地
区
が
広
が

り
、
館
内
の
特
等
席
と
い
え
そ
う
で
す
。 

■
蔵
書
の
特
徴 

 

蔵
書
数
は
平
成
元
年
開
館
時
の
２
万
冊
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
11
万
冊
と
の
こ
と
。

内
訳
と
し
て
は
７
割
が
理
工
系
、
２
割
が
医
療

系
、
１
割
が
文
系
の
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
雑
誌
も
一
般
的
な
も
の
か
ら
専
門
性
の
高
い

も
の
ま
で
幅
広
く
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

資
料
を
収
集
す
る
と
き
は
高
い
専
門
性
も
維

持
し
な
が
ら
、
学
生
に
と
っ
て
敷
居
が
高
く
な
ら

な
い
よ
う
に
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
先
生
方
が
授
業
の
一
環
と
し
て
図
書
館
の

専
門
雑
誌
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
図
書
館
は
と
て
も
身
近
な
存
在

の
よ
う
で
す
。 

■
利
用
す
る
に
は
… 

 

一
般
の
方
の
利
用
は
、
資
料
の
閲
覧
の
み
で
＊

利
用
の
際
は
申
請
書
に
記
入
の
上
、
本
人
確
認
が

で
き
る
証
明
書
（
写
真
入
り
の
も
の
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
理
工
系
の
専
門
書
が
多
い
こ
と
か
ら

近
隣
の
企
業
の
方
の
利
用
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

「
豊
郷
地
区
の
景
観
を
一
望
で
き
る
こ
の
立
地

で
、
専
門
性
の
高
い
図
書
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
学
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
お
話
で
し
た
。
取
材
中
、
常
に
学

生
が
出
入
り
し
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

館報としょかん 第１９９号  

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  
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◆
編
集
後
記 

 

も
う
す
ぐ
「
読
書
推
進
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
読
書
が

生
活
の
一
部
と
な
る
人
が
増
え
ま
す

よ
う
に
。
そ
し
て
、
来
年
も
ワ
ク
ワ

ク
す
る
本
に
た
く
さ
ん
出
会
え
ま
す

よ
う
に
。
次
号
で
館
報
「
と
し
ょ
か

ん
」
は
200
号
を
数
え
ま
す
。（
南
） 

 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り 

第
５
回 
帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館 

 

ＤＡＴＡ 

帝京大学宇都宮キャンパス図書館 

■所在地 〒320-8551 

宇都宮市豊郷台 1-1 

■連絡先 028-627-7127（直通） 

■休館日 土・日・祝日 

年末年始・臨時休館日 

■開館時間 

9:00～18:50（月～木） 

9:00～16:50（金） 

■ホームページ 

http://www.riko.teikyo-u.ac.

jp/tosho/index.html 


